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きょうの話題：戦略目標・海洋 現状と課題について

1．COP10で何が議論されたか

〜新戦略目標：海 その重要性〜

・海に関わる目標６，１０，１１，１２

＋目標３（有害な補助金）＋目標３（有害な補助金）

2．国内では

•これまでの生物多様性

国家戦略に書かれた海

私たちにできること

オーシャンズ・デイ＠名古屋



海は我々を分つのではなく、
ひとつにしてくれる（ミクロネシア憲法前文より）



1．COP10でなにが議論されたか

海洋生物多様性の重要性可視化
・オーシャンズ・デイ・アット・ナゴヤ
・サイドイベント
・50時間以上もの議論/78項目の決議
・環境省、海のレッドリスト作成を宣言・環境省、海のレッドリスト作成を宣言

★重要海域の特定とアセス
★持続可能な漁業
気候変動と海洋
海洋酸性化
陸域からの人間活動の影響

国境を越えた海洋の保全に議論が集中



愛知目標 海に関するターゲット

目標３：有害な補助金の廃止

• 遅くとも2020年までに、条約その他の国際的義務に整合し調和するかたちで、
国内の社会経済状況を考慮しつつ、負の影響を最小化又は回避するために生
物多様性に有害な奨励措置(補助金を含む)が廃止され、段階的に廃止され、
又は改革され、また、生物多様性の保全及び持続可能な利用のための正の奨
励措置が策定され、適用される。

• 事業者への補助金と政府開発援助（ODA)

• http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/nyumon/goiken/qa/pdfs/q5_6.p
df



愛知目標 海に関するターゲット

目標６ 持続可能な漁業

2020年までに、すべての魚類、無脊椎動物の資源と水生植物が持続的かつ
法律に沿ってかつ生態系を基盤とするアプローチを適用して管理、収穫され、
それによって過剰漁獲を避け、回復計画や対策が枯渇した種に対して実施さ
れ、絶滅危惧種や脆弱な生態系に対する漁業の深刻な影響をなくし、資源、
種、生態系への漁業の影響を生態学的な安全の限界の範囲内に抑えられる。

＜これまでの問題＞

◉ 特定の魚種の漁獲継続 （未利用魚の廃棄、魚種交代
→浮魚から深海魚へ）

◉ 漁獲減少→産業化・近代化による漁獲努力（補助金によ
る船の大型化、装備の近代化）

◉ 違法・報告なし・規制なし（IUU)漁業

◉沿岸開発、汚染水や土砂流出、海洋投棄ゴミなど



持続的な漁業の将来に向けて

• 国際機関、条約、地域漁業協定の役割
（CBD,UNCLOS,FAOなど）（ICCATなど）

IUU漁業の規制

• 国と地域

水産政策と漁業のあり方 行政と水産関係者だけでいいのか？水産政策と漁業のあり方 行政と水産関係者だけでいいのか？

近隣諸国との関係

→地域における多様な主体の共同

が必要

沿岸域保全→海域の広がりを意識

★ 消費に関する問題意識



愛知目標 海に関するターゲット

目標１０ サンゴ礁への悪影響の回避、軽減
脆弱な生態系の保全

2015年までに、サンゴ礁その他の脆弱な生態系に対する複合的な人為
的な圧力及び気候変動、酸性化によるインパクトが最小化され、その健
全性と機能性が保たれる。

•特に気候変動問題とのかかわり
• 気候変動対策としての海洋施肥などジオエンジニアリングとの問題

・陸域からの影響：沿岸開発、土砂流入、ゴミ投棄、
汚染など

全性と機能性が保たれる。



CBDによる海洋保護区として重要な目安は

愛知目標 海に関するターゲット

目標１１ 海洋保護区
2020年までに、少なくとも生物学的、陸域と内陸水の17％と沿岸・海域の
10％、特に生態的に重要な地域が効果的で衡平な管理の下に法的な保護区
あるいは別の保護の方針に基づき保護され、より広い陸海の景観に統合され
た効果的な区域を基盤とした保護の方策が作られる。

• 第９回COPで決議された生態的、生物学的に重要な海域（EBSAs)の科学的
な基準：

• （1)独特である、あるいは希少性がある（２）種の生活史にとって特に重要であ

る（３）危急、絶滅危惧、または減少種とその生息域として重要である（４）脆弱
で壊れやすい、敏感、または回復速度が遅い（５）生物学的な生産性（６）生物
学的な多様性（７）自然度（が高い）

CBDによる海洋保護区として重要な目安は

議論は、地域住民による多様な関わりによる管理の質と国の
管轄を超えた重要海域のネットワーク



海洋保護区→日本の場合

環境省、水産庁、文化庁など各省庁のバラバラの施策

環境省は今年(2011年）２月に日本の海洋保護区は８％と報告 朝日新

聞による）

★海洋生物多様戦略における海洋保護区の定義、重要海域の抽出との

整合性が課題整合性が課題

→多様な主体と地域の保全活動を進める（推薦！海洋
保護区）
→省庁間の縦割りを超える政策の提言
→国の管轄を超える海洋保護区ネットワークについて



愛知目標 海に関するターゲット

目標１２ 絶滅の防止
2020年までに、既知の絶滅危惧種の絶滅及び減少が防止され、

また特に減少している種に対する保全状況の維持や改善が達成される

• 1971年環境庁設立（当時）水産庁←密約

• 1993年の種の保存法制定時も同様。

• 2002年鳥獣保護法改正→原則すべての鳥類と哺乳類が対象
• しかし、海の哺乳類については一部を除いて引き続き水産庁に

• 2010年COP10：環境省が海のレッドリスト作りを宣言
しかしその着手は「予算がとれれば」

→鳥獣保護法改正、種の保存法改正に意見を



生物多様性国家戦略に書かれた海洋

• 最初の生物多様性国家戦略は「ホッチキス止め戦略」

• 新戦略では、NGOのヒアリングでの海生哺乳類の保護の訴えが功を奏し、

「海棲哺乳類の保護と管理」の１項が書き込まれた

•第３次戦略ではじめて海洋（EEZ内）と海洋保護区という文
言が書かれた。しかし、その具体については先送り言が書かれた。しかし、その具体については先送り

• CBD-COP10を前に、その具体的な内容を詰める有識者検討

会を開催し、海洋生物多様性戦略作成に着手。

→現在パブコメ中の国家戦略への意見提出が必要



〜海の保全これからは〜

＜国内＞

• 地域での多様な保全活動→効果的な海洋保護区の
設置の実践（被災地における保全活動を含む）

• 関連する法制度を改正する（新法を含む）

• 海とその生産物利用を賢く行う
＜国際＞

• NGO、特に近隣地域の市民との連携

• 国際会議などに積極的に関わり（双方向で）市民の意
見を反映させる

• ボン条約の批准をすすめる



・・・世界は一つの島なのだ。（同憲法前文）


